
「どんづるぼうの森」さまとの懇談 

令和５年１１月２２日（水）  参加者 代表４名  

  「令和５年度 香芝市まちづくり提案活動支援事業」に採択された市民団体の皆さまと、香芝市のまちづくりに 

ついて、意見を交換いたしました。 

 

～「どんづるぼうの森」の活動内容～ 

屯鶴峯及びその周辺地域を「どんづるぼうの森」と称して、地域

内の自然（地形・動植物などの生物相）や文化的歴史的資産

（旧石器時代のサヌカイトの石器と遺跡、戦争遺跡としての地下

壕など）の保全整備を目的としたイベントや活動（草刈り・ごみ拾

いなど）を行っています。 

                       

～テーマ～ 屯鶴峯・どんづるぼうの森で目指したい姿（内容の一部をご紹介します） 

〔◆：団体からのコメント ／ ○：市長からのコメント〕 

 団体の活動として、月に１回屯鶴峯でごみ拾いをしているのですが、森のなかを歩いていると、希少植物を見

つけることがあります。地形や植物など面白いものがたくさんあるので、それらを地域の財産として見守って

いきたいという想いがあります。 

○ 毎月ごみ拾いをしていただいており本当にありがとうございます。市としても、倒木のおそれがある箇所の枝打

ちなどを行っています。また、老朽化しているあずまやをきれいにしようと計画中です。皆様に安全に楽しんでも

らえるよう環境整備を行うとともに、自然を守っていきたいと考えています。 

また、二上山博物館が令和６年２月にリニューアルします。DX化により「二上山がどうやってできたのか」など

が、子どもたちにもわかりやすいような展示に変わります。面白いものが出来上がりますので、ぜひ多くの人に

ご来館いただき、二上山や屯鶴峯に興味をもっていただきたいと思っています。 

 

 地下壕についても、香芝の戦争遺産として、記録資料と、歴史を肌で感じられる現物、この２つをあわせて残

していくというのが大事だと感じています。 

○ 地下壕の内部の様子をご覧いただけるよう YouTubeに地下壕の三次元測量動画をアップしていますが、さら

にたくさんの方々に興味をもっていいただけるように工夫を凝らしているところです。 

また、地下壕の安全性を確認するために今後、調査等を行う必要があると考えています。そして、市史編さんも、

数年かけることになりますが現在進めております。 

 

 総合公園については、協議会等を立ち上げて検討を進めるとお聞きしています。ぜひ、協議会に女性や学識

経験者、市民団体・NPOで活動する専門家を加えるなど、幅広く意見を聴き、市民と行政が一緒になって公

園をつくっていくような仕組みであってほしいと思っています。そして、出来上がった公園をみんなで生かして

いく、生きた公園にしていく、そんな風にしていけたらと思っ

ています。 

○ 総合公園の整備については、市民の皆様からご意見を聞き

ながら、改めて構想を考えていこうと思っております。私も、自

然環境に配慮したかたちで、子どもから大人まで、たくさん

の人が集う公園にしたいという想いです。 


